
14 林業稼械の住能

14-I 小形可捧式圾愀

!試験担当者・

機械化总戡械料及:山協三平

〃 機械第二沔究室:三村気あ・平松 修•猪内正推

2 試刼目的

林業作業の哄化わ洗熊するぽつれ・タ區再:のみならず国;驚林業搦丸ておいて’•间ー彳曲 

JC.«Tる林業檢械が•攻社の手で颌作されるようになってきた。これらの同一拘职多数銘钠の 

ス綵檢演が,はたして,林業生産の労拗生匪性の向上花役立つのみならず全林業目的に適合する 

るとい5 ,林業機披としてもつべき基本性能をそなえている»、どうカ、•その判定«:役立つ也钝 

基準を紘立しておくことはきわめて疋要なことといわわばならない。すなわち,これによりユ 

ーザは林英純械の適正なる選訳に役立たしめることびでき.またメー中は妹業檢探の改良の只 

体的な技術資料を捞得できるほか.林芸榕械の規格統一網役立ち・姝龄械の全林菜目的に見 

合った棕標性能の何上町而状でさ・ひいては林業の生W性向上«貢献せしめようとするもので 

ある〇

3 昭却4 2年ぎの&過とえられた初果

チェンソ・・の山地森姓での実めの使用による動力性施の即定に成功し.その実験結果の解析 

をすすめつつあるとともに.植穴却料能試隅装此の础Jをすすめ,こんごのこの種の林業檢 

械の改Mて対処する轉矣をととのえてさた。

チェンソーのソーチェンの目立の進行にともない切れ味がはヾ直紡約忆低下する新らしい小 

突挙・沛老の考案せる.做力涎性能弑驟装圖ろ使用せるテ,パー形ソーチェンの切鄭|性能比譲試 

技にXり明はに指摘することがでさた介これは後来目立の切れ味におよぼす負・委性がとな吏ら 

れな舟ら,チッパー旅ソーチェンは目立の進行田ともないその曲形が変形し•その結果・いく 

ら研磨か良好であってもI南形のディメンジコンの変化が必辎勺税切れ味の低下をもたらすと 

い5gT実田まったく気づ科れていなかったもので•発明&たる欧米の在来の報吿にる指摘され 

たことがなかったものである。なおこのホ灾は.維快しJ,うとする木材の直徑の大小•硬軟に 

応じて,技術経済的な意味切ソーチェンの交換の遮当な時期があることをおしえているもの 

で,とくにもつばら大径次の木村を漆断する繼合には.その掘所作添の能率向上を期する上で・ 

ノーチェンの交換時期は小径木の木材を姗する場合.!りも早やい方が合肉的なことをおしえ 

ているものである。

なお,この衍らしい実咳上の成果から,最近7•メリカのソーチェンメーカの手で考案された 

パワーク・ ーブナ歩ソーテェン忙ついてもソーヂエンの目立の進行にともなう切れ味の低下に 

ついても比鼓検討をくわitつつあるが・このパワーンヤーブナ宰ソーチェンは.チブパー形ソ 

ーチェンとことなり(3立の研應する方向が半存•方向である点が,チブパー常ソーチェンのそれ 

が長さ方向である点と2ったくことなり•このため,ソーチェンの柄透上からも・目立の弛行 

Kともなって,パワーン十～ブナ事ソーチェンの曲五の変・の度合は.とくに前半は前者のよ 

うに直線的!ていちじるしくないため,场れ味の低下も前半はチッパー移のようないちじるしい 

低下がみられないという华哭泣.この折幣ソーチェンの切a榊能上の特故を捐携しているもの 

である.

たヾ・このパワーレ玲_プナ伊ソーチェンを実際のチェンソーに装的する堺合.チェンソー 

迅動軸上のスフ%ケット外聞都に自動|3立川のクラインダを.それぞれのチニンソーにおいて 

枝滞しなければならないが,坝用されている伊靜の自動研诵用グラインダは・スブnウプトタト 

周におけるソーテェンの左古.上下諷方佝の拝0;およぴグラインタ布圧の不安定のため.すべ 

ての切曲リンクにそろった研冽をおえることができない点に送大の欠点があS,

こんごは低廉にして棺効な自動研擀用グラインダ哦:’のチェン・ノ ーへ0澱仲’の問題がのこさ 

れているものである。

さらに,デェンソーの臾松による勤カ性能の仰定［：t ,洵外でもい・だその側定に成功せるが 

例を開”、ないもので,イエンソ一理印t補のサ灼仆 ルク变颇の辨析のみならす.チェンソー左動 

との相関叩係泠についても解析をすゝめつ,ある。

4 电知4 3年度の話职計働

チェンソー実檢の山地誑林$ておける刷カ性依の抑陡を繼統するとと•闫カ烈件能試験性 

航’網よるソー于エン切削性能の比辺を藏し・テェンソ一如、’伽洎の‘究削なおこない.この州 

拨械の改r曲毙:て資する。また植穴蝴g改良苗!発を促進するため,同雄ば转晾i俱による忒 

験法の検討をおこなう。



14-2 注索の彼労

!試裝担当者

幽械化能格械第一酬究室:上田 実•斉藤紡侍•富水Ti,柴田垣ー

2 試考目的

林斐用馅案の使用な;:掘年期加し,その年間消祥H・は刀、なりの金顕になっているので.笙索 

の松に彩称する呀因を究明し・弟衣の挑成・混径等・を理定する坳合・あるいは良質の铜空を 

琳入するための検春奔領めについての参再 を科を留るを目的とする。

3 辱知V 2年女の経汝とえらよした縮果

嫌近スラフロープ・サンn-Z ,タフローブ g 6 X 7宙造の我型筋! ロ ～プが相当｝J.主索に 

使用されるようになり•作楽索にもごく少并ではあるが各种昇3淑nーブ茅使用され始めたの 

で・知来修用して谷たJ Isタイプのものに比べて拠して優れているかどうかを软的する段阱 

にあると考丸.これらの绶あ試射を嘴始した。

① 主宿の疫労

試験槻は小角度曲げ後党灘修れ•供試U～ブは而下16 ra m<0スラフローブ.サンローブ・ 

ロックト・コイルである。試駐条件ならび尼使用朧由て通するiでの往逸回・啓を表示すると義 

1のとおりである:,これをみると分るよ5 K «卯型根ロープはJ I Sタイプのものに比べて 

張力5 C .横倚诉7 5 QKダ、条件では優れているび,張力が4 t , S tと诋くなり,ローブ 

の萌はか大きくなると頒翌な卷がなくなる炯向がある。・た同一会社の製品であるサンコー
......•、・,ハ

ブは戒1と布2てrt倍近くの器说があり.碱の可い方はJ1Sタイブより悪い好响を見せ 

て歩;り.裂田,ムラの大きいことが推建される.また!□グクト•コイルは挫型嗥コーブめなかで 

氾も河・疲’労性のあることが分る»奴来コブクドコイルはスプライスか出来ないとか.佑段が 

高いなど万何由で怵栗では側Hされてこないったが•長脚E:巣材するような也所心土冇効で 

あると考え。、:れる。

② 作業索の後労

試験榜はS娜げ媛为試験秘で,供試〇ーブは12 s mのスラフならびにサンロ ーブで帝成 

はケール«ウォーリントン•フィラーの’博也をあんだ。試・験条件ならびに!餌蜿線までの 

往復回敬を表2尼示す.これをみるとスラフm-ブ・サンローノと£, J1Sタイプのものに 

比べてその寿命は同・昏もしくは若干低目になっている。これはストランドかよられて”、ら泪 

性恣・を受けているため•シ～ブに曲げられた除舟秘她の移動がJ I Sタイブほどできな 

いため,曲げ応力が、大きくなってノ、检躍短くなったものと考れられる。したかってポ追のよ 

うに’•州n度の少ない便川条件下ではシーブとの捨独圧力カ;れ下する利点が.大きく作用して, 

J I Sタイブより有矛ではないかと毎えられるが,冬材梅のように小さな憐のスナッチブロ ” 

クで相曲さ少て使用される使用强件下ではオ,まり右別ではないように为えられろ。

4 心和/ 3年序・の詠•うき〒両

衆近瑕坦、’;は中児サボートを甲いてドスパンの巣郅材を行うよう:こなってきたが,中时サポ 

--卜心源5ず乙主熨の/・は滴しく ,この部分に封けろ主落の断翻执故がよく発生しているm 

で.この剖分が仙わ都分に比べてどの.音废早く寿志に註すろぶ、を•究冽十るための疫労試®を行 

なうa
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異型御ロープとJ I Sタイブロ ープの月急比:•:ぎ表2
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15 林業:碱标の効率的作炙矽術

!航報担当者

機械化都作並褂長:中村英石

前柵智林縁沼国営林M:髙田長武

2 試坊它的

做後における林業剥笠作業の進墜には華々しいむのがあるが.そ<•・、作榮技街の中には或養で 

ありながらー股技術名から兒落とされ•未解決のま・に残されている小頂も少なくない。木試 

整はそれらに再検討を加え.林業横はの神能を効果的K発部させる技術な確位するだうに,透 

っかのサフテーマを股け,术要かつ解決の死込のあるものから逐次取り紀んで行こうとするも 

のである,

なおできるだけ早急に诋果なあげるためには林試のみでは兵力不足であびので・れれわわの 

諏死と平行して,况有林わよび府衆研究梳BPに対するプロジェクトり-デ<レダ在・轲力におこ 

ない均田して成果の拡大と実用化を推進する。当油めサブテーマは®崟村か.•索道用c出採ア 

ンカーの剣灼踞知(0).吳材櫻川ガイドブrr ?クの脫ポ拘由怖止"も©・チェンソー便,中技 

術の 5つである。

3 昭未4 2年度の护逸とえられた紐果

「梁材!盗用ガイドブロックの脱索防jEJと「チェンソー便用技術の改善」の2サフ•テーマに 

ついて前年旌忙引続き歆<査研究をおこなった。

') 湖機川ガイドプロプク住ついて

匡冇林で使用されているカイドブcソクはノインチ以上のものか多いが.それら絹は 

脫索尼より側叛その他ビ枝しい很陽を受けた&のが多く . 9イン子以上亿なるとその倾 

向は権めて同くなる°この％呢はf..J時にワイヤc ープ低も大さなfilthがもたらしている 

ことを皓示している。弱地洲査で旌宅遂生とほヾ伺時に生じた作黑M・瑚故に曲遇し 

たことすらある。ワイヤロープの成労の点から見れば勿煮大廷プロックの使用が1?［残し 

いのであるが,民出:に歩い5吋以下‘の小明整措のプロブク忙は屁世偈痕の少ながった訓 

置結果を勘案するとぎ.网或の彩扶,脚と威心及び作黒索や!H：.•ロープの力の作用点 

との#偽など•ブnアクポ体心如しても,脂索や頂阔に防・する因子が幾つBあ女5で 

圖板C作’状•ンヤブクルの英さと形状.その伽の改善狀作を依頓しているがザ場の使用 

条件区子が雑多なので理岬なものに宝贓‘するまでにはかなりのB号間を必!するものと思


